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学校教育目標『自立・貢献・共生』 

校訓『わかる がんばる 思いやる』 

 酒匂中には「わかる がんばる 思いやる」という校訓があります。校訓とは、学校の精神や大切

にしたい価値観を端的に表した言葉です。第 11代校長の浦辺 健氏により制定され、生徒、教職員

を支える言葉、そして地域へのメッセージとして平成、令和と引き継がれ、今日に至ります。 

 また、校訓の示す教育理念をもとに育てたい生徒像をイメージし、国や県の施策や教育課題、市の

指導の重点等をふまえ教育活動全体の目標として定めたものが学校教育目標です。現在の学校教育目

標「自立・貢献・共生」は、平成 31年に定められました。 

 

校訓が活きる 酒匂中の授業づくり 

酒匂中学校では、「みんなで わかる がんばる 思いやる」をめざし、生徒も教員もできること

から実践しています。何といっても学校は「学びの場」です。みんなが参加でき、わかることを目標

とした授業を積み重ね、落ち着いた学校生活を保っています。 

 

酒匂中学校のスタンダード 

 

①教室環境 

 黒板周りをすっきり … 授業に集中できるよう不要な情報を            

シャットアウト 

             時計も後ろの壁面へ設置して時計を気にせず授業に集中 

 カバンはロッカーへ … 荷物を通路に置かず、身の回りの整理整頓 

雑然とした教室で落ち着きは得られません 

②授業 

 授業の流れを示す  … 今日の授業で学ぶ内容がわかっていると安心 

先が見えないことでの不安を払拭し、学習に見通しを持つ 

 視覚的な教材の提示 … 言葉だけの情報はわかりにくいが、目からの情報はわかりやすい 

 短くわかりやすい指示… 何をするのかが明確になり取り組みやすい 

③行事 

 勝ちにこだわらない … インクルーシブ教育の視点をもつ 

みんなが楽しく参加できることが大切 

 

後日、詳細のご案内をしますが 10/13（火）、14（水）、16（金）、19（月）の 4日間を学校

公開日としています。ぜひ日頃の授業の様子をご覧ください。 
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「木
ぼっ

化石
か せ き

」の歴史 

 １,２年昇降口前にある「木化石」。風景に溶け込み、私たちが特段意識することはありませんが、

初めて来校された方はたいてい「あれは何ですか？」と、その存在の大きさ、そして異様さに驚嘆さ

れます。木化石とは何か、なぜ酒匂中に設置されているのかは、開校 50年記念誌にある第 12 第校

長の田中邦臣氏の記述に詳しく紹介されています。 

 このように、宮中に献上する予定であった価値あるものの

ようです。ちなみに珪化木についても調べてみたところ、植

物の化石の一形態で、木石、木化石、材化石ともいわれると

のことでした。 

 地層中の水に溶けた二酸化ケイ素（シリカ）が木材の細胞

内や細胞間隙に沈着または沈殿したものともあり、国内では

天然記念物に指定されているものもあることがわかりまし

た。長きにわたり学校を見守ってくれる宝物として大切にし

ていきましょう。上って遊んではいけません。 

もうすぐ夏休み 

間もなく夏休みに入ります。健康で安全な生活をしてほしいというのが一番の願いです。また、地

域行事への参加や家の手伝い、じっくり読書をするなど、普段できないことにチャレンジするのも良

いと思います。夏休みの課題を含め学習面で不安のある人は、教科相談への参加もおすすめです。日

時等は夏休みのしおりで確認してください。夏休み中は、下記の閉庁日、週休日以外は日直の職員が

在校します。対応は、勤務時間の 8:00～16:30となりますのでよろしくお願いします。 

                      

             
学校閉庁日のお知らせ 

８月 10 日（月）、12 日（水）、13 日（木）、14 日（金）は市内全幼稚園・小中学校が閉庁になります。日直を置かず

システム電話対応となります。急なご連絡は小田原市教育総務課（電話 33-1671）にお願いします。 

 大正時代、酒匂の別荘に住んでいた堀越常七氏が、伊豆天城山で採掘された箱石（珪化木）を

宮中に献上するため、御殿場線を利用して下曽我の中河原梅林近くまで運搬していたとき、大正

12 年の大震災が起き、貨車ごと転覆してしまいました。その後堀越氏は自宅まで石を運ばれ設置

しましたが、鎌倉の腰越に転居されてからは放置されていました。 

 酒匂中学校が、現在地に完成された後、箱石を学校に運ぶ話が持ち上がり、鎌倉の堀越氏を訪

ねたときは、常七氏はすでに他界されていました。息子さんは「学校に設置されるなら結構です」と

いわれ、了解を得ることができました。当時石を運搬された方の話だと、国道をトロッコで、夕方か

ら朝にかけて運んだそうです。また、宮中に献上（石には奉献と刻まれている）されるものであった

ので、あまり目立たないように植え込みの中に設置されていました。 

 学校のシンボルとなった箱石は、新校舎の完成にともない現在のように正面玄関前に設置され

ました。地球の古い歴史を伝えてくれると同時に、関東大震災以後ずっとこの酒匂の地を見続け

てきた箱石は、これからも学校の景観を引き立ててくれるでしょう。（開校 50年記念誌より引用） 

 


